
ストーンクラッシャーの特徴
● 本工法は作土と一緒に攪拌しながら石を粉砕する工法で、営農作業に支障のない程度ま

で石を砕きます。また、作土と一緒に攪拌するので石の角が取れやすく、土が付着するこ
とにより角が目立たなくなります。

● 作物の初期成育の促進と生産物の品質確保及び収量アップを図ります。

２ 期待される効果

● 営農作業機械の故障の削減

● 播種作業及び収穫作業時間の軽減

● 作物の営農体系の変更ができる

１ ストーンクラッシャーの工程

耕作の支障となる石礫を処理したい方に！

施工前

（公財）北海道農業公社 2012.6

施工幅 2.00m

施工状況

20～25ｃｍ

破砕深

石の大きさは35mm以下に破砕



３ 作物への影響

馬鈴薯収穫時の品質状況

掘り取り機による収穫後の品質状況をみると、ス

トーンクラッシャー施工区では、作物の傷はほと

んど見られませんでした｡このことから、粉砕し

た石レキによる作物への影響は少ないものと評価

できます。

クラッシャー施工区における
収穫時品質

４ 施工実績

くわしくは下記にお問い合わせください

公益財団法人 北海道農業公社 農場整備部 農場整備課

http://www.adhokkaido.or.jp

TEL （011）241-7554

FAX （011）271-3776

道央支所 TEL（0126）23-2178 道南支所 TEL（0138）44-5600 日胆支所 TEL（0144）32-8171

十勝支所 TEL（0155）24-0254 釧路支所 TEL（0154）22-1538 根室支所 TEL（0153）72-3296

北見支所 TEL（0157）25-2826 上川支所 TEL（0166）25-2613 道北支所 TEL（0162）33-3321
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